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異形管の表示記号及び表示方法 付図，16/34 

フランジ付きＴ字管及びうず巻式フランジ付きＴ字管の鋳出し表示方法(ＫＦ形･ＵＦ形･Ｋ形)  

【出典：JDPA Z 2004】 

 

呼び径 75～600 

フランジ付きＴ字管 

うず巻式フランジ付きＴ字管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径700～2600 

フランジ付きＴ字管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 号数 

0075・0100 05号ﾏｰｸ 

0150～0250 07号ﾏｰｸ 

0300～0600 08号ﾏｰｸ 

0700～1000 09号ﾏｰｸ 

1100～1500 10号ﾏｰｸ 

1600～2600 11号ﾏｰｸ 
 

備考1. 呼び径75～600のフランジ付きＴ字管及びうず巻式フランジ付きＴ字管は、管の軸方向(挿し口 

備考1. 側)に移動させて表示してもよい。 

備考2. 表示方法は、両受フランジ付きＴ字管などの場合にも適用する。また、接合形式Ｓ形、ＵＳ形 

備考2. にも適用する。 

呼び径150～600の管理番号

呼び径75及び100の管理番号

呼び径150～600の管理番号

呼び径75及び100の管理番号

呼び径150～600の管理番号

呼び径75及び100の管理番号
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異形管の表示記号及び表示方法 付図，17/34 

浅層埋設形フランジ付きＴ字管の鋳出し及び識別表示方法(ＮＳ形･Ｋ形) 【出典：JDPA Z 2004】 

 

ＮＳ形 

 

 

 

 

 

 

Ｋ形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 
号数 

ＮＳ形 Ｋ形 Ｔ形 

075・100 2号ﾏｰｸ 5号ﾏｰｸ 3号ﾏｰｸ 

150～250 3号ﾏｰｸ 7号ﾏｰｸ 5号ﾏｰｸ 

300 － 8号ﾏｰｸ － 
 

備考1. ＮＳ形の表示記号の号数は、Ｋ形の号数を用いてもよい。 

備考2. 識別表示は、枝管の管体部又はフランジ外周面のいずれかに黄色のペイントなどで行う。 

識別表示

識別表示

識別表示

識別表示

識別表示

識別表示

識別表示

識別表示

識別表示
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異形管の表示記号及び表示方法 付図，18/34 

継ぎ輪の鋳出し表示方法(ＮＳ形) 【出典：JDPA Z 2004】 

 

呼び径75～450 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径500～1000（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 号数 

075・ 100 2号ﾏｰｸ 

150～ 250 3号ﾏｰｸ 

300～ 450 5号ﾏｰｸ 

500・ 600 8号ﾏｰｸ 

700～1000 9号ﾏｰｸ 
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異形管の表示記号及び表示方法 付図，19/34 

継ぎ輪の鋳出し表示方法(Ｓ形･ＵＳ形･Ｋ形) 【出典：JDPA Z 2004】 

 

Ｓ形・ＵＳ形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｋ形 
 

呼び径75～600                           呼び径700～2600 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 号数 

0075・0100 03号ﾏｰｸ 

0150～0250 05号ﾏｰｸ 

0300～0450 07号ﾏｰｸ 

0500・0600 08号ﾏｰｸ 

0700～1000 09号ﾏｰｸ 

1100～1500 10号ﾏｰｸ 

1600～2600 11号ﾏｰｸ 

 

Ｋ形

呼び径75～600 呼び径700～2600

Ｕ形

Ｋ形

呼び径75～600 呼び径700～2600

Ｕ形

Ｋ形

呼び径75～600 呼び径700～2600

Ｕ形
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異形管の表示記号及び表示方法 付図，20/34 

短管１号の鋳出し表示方法(ＮＳ形) 【出典：JDPA Z 2004】 

 

呼び径75～250                呼び径300～450 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径500～700（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径800～1000（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 号数 

 75・ 100 2号ﾏｰｸ 

150～ 250 3号ﾏｰｸ 

300～ 450 5号ﾏｰｸ 

500・0600 8号ﾏｰｸ 

700～1000 9号ﾏｰｸ 
 

備考 表示位置は、管の軸方向に移動させてもよい。 
 


